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万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店ま 
たはソニーの相談窓口に交換をご依頼ください。 

0 

禁止 


パーソナルオーディオ ドッキング 


湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所 
や直射日光のあたる場所には置かない 


システム 

取扱説明書 


火災や感電の原因となることがあります。とく 
に風呂場では絶対に使用しないでください。 

0 

禁止 


RDP-NWX500B 

お買い上げいただきありがとうございます。 

r-y -電気製品は安全のための注意事項を守らないと、 

也警告 I 火災や人身事故になることがあります。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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IA 警告 I 

安全のために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


安全のための注意事項を守る 


この「安全のために」をよくお読みください。 


定期的に点検する 


1年に1度は、 AC アダプターのプラグ部とコンセ 
ントの間にほこりがたまっていないか、などを 
点検してください。 


故障したら使わない 


動作がおかしくなったり、キャビネットや AC ア 
ダプタ_などが破損しているのに気づいたら、 
すぐにお買い上げ店またはソニーの相談窓口に 
修理をご依頼ください。 


万一、異常が起きたら 



〇電源を切る 

❷ AC アダプターをコンセントから抜く 
〇 お買い上げ店またはソニーの相談窓口に修理 
を依頼する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次のような表示 
をしています。表示の内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 

この表示の注意事項を守らな 
I A いと、火災•感電•破裂などに 

1/!\加央1より死亡や大けがなどの人身 
事故が生じます。 


△警告 


この表示の注意事項を守らな 
いと、火災•感電などにより死 
亡や大けがなど人身事故の原 
因となります。 


注意を促す記号 

A A A 

注意 火災 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® ® ® 

禁止分解禁止ぬれ手禁止接触禁止 


行為を指示する記号 

€ 〇 

フラグをコン 指示 

セントから抜く 


下記の注意事項を守らな 
_いと 

_告1 火災•感電•発 
H 熱•発火 により 死 

火災感電亡ゃ大けがの原因と 
なります。 


指定以外の AC アダプターを使わない 

家庭用電源で使用するときは、必ず指定の AC ア 
ダブターを使用してください。 

破裂や過熱などにより、火災やけが、周囲の汚 
損の原因となります。 

0 

禁止 


内部に水や異物を入れない 
本機の上に熱器具、花瓶など液体が 
入つたものやローソクを置かない 

火災や感電の危険をさけるために、本機を水の 
かかる場所や湿気のある場所では使用しないで 
ください。また、本機の上に花瓶などの水の入っ 
たものを置かないでください。 

本機の上に、例えば火のついた□—ソクのよう 
な、火炎源を置かないでください。 

万一、 水や異物が入ったときは、すぐに本体の 
電源を切り、 AC アダプターをコンセントから抜 
き、お買い上げ店またはソニーの相談窓口にご 
相談ください。 

0 

禁止 


雷が鳴りだした5 、 AC アダプターに 
触れない 

本機や AC アダプターに触れると感電の原因とな 
ります。 

接触禁止 


ぬれた手で AC アダプターにさわらな 
い 

感電の原因となることがあります。 



自然放熱を妨げない 

布をかけたり、毛足の長いじゅうたんや布団の 
上または本箱や組み込み式キャビネットのよう 
な通気が妨げられる狭いところに設置しないで 
ください。壁や家具に密接して置いて、自然放 
熱の妨げになるようなことはしないでくださし、。 
過熱して火災や感電の原因となることがありま 
す0 



安定した場所に置< 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、 
製品が落ちてけがの原因となります。 

0 

禁止 

AC アダプターは抜き差ししやすいコ 
ンセントに接続する 

本機は容易に手が届くような電源コンセントに 
接続し、異常が生じた場合は速やかにコンセン 
卜から抜いてください。通常、本機の電源を切つ 
ただけでは、完全に電源から切り離せません。 

❶ 

キ日^^ 


コード類は正しく配置する 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製 
品の落下や転倒などによりけがの原因となるこ 
とがあるため、十分注意して接続•配置してくだ 
さい0 


△注思 


下記の注意事項を守らない 
とけ力’<をしたり周辺の 
家財 に 損害を 与ぇた 

りすることがあります。 


内部を開けない 


この表示の注意事項を守らな 

_と、感電やその他の事故に 

5主胃よりけがをしたり周辺の家財 

^- 1 に損害を与えたりすることが 

あります。 


電源 コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の原因と 
なります。 

• 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 
•重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• AC アダプターを抜くときは、必ず電源 コード 
のプラグ部を持って抜く。 


感電の原因となることがあります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニー 
の相談窓口にご依頼ください。 

分解禁止 


はじめからポリユームを上げすぎない 

突然大きな音が出て耳をいためることがありま 
す。ボリュームは徐々に上げましよう。とくに、 
デジタルオーディオプレーヤーなど、雑音の少 
ないデジタル機器を聞くときにはご注意くださ 
い0 

0 

禁止 

本機を航空機内で使わない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれがあります。 

0 

禁止 

本機を医療機器の近くで使わない 

電波が心臓ペースメーカーや医療用電気機器に 
影響を与えるおそれがあります。満員電車など 
の混雑した場所や医療機関の屋内では使わない 
でください。 

0 

禁止 

本機を心臓ペースメーカーの装着部位 
から22 cm 以上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与え 
るおそれがあります。 

A 

注意 

本機を自動ドア、火災報知器などの自 
動制御機器の近くでは使わない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれがあります。 

0 

禁止 


[^危_ 

電池の液が漏れたときは、素手で液を 
さわらない 

液が本体内部に残ることがあるため、ソニー 
の相談窓口にご相談ください。 

液が目に入ったときは、失明の原因になるこ 
とがあるので目をこすらず、すぐに水道水な 
どのきれいな水で充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けてください。 

液が身体や衣服についたときも、やけどやけ 
がの原因になるので、すぐにきれいな水で洗 
い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるとき 
には医師に相談してください。 

電池を誤って交換すると爆発する危険 
があります。必ず同ータイプのものと 
交換してください。 


△警告 

• 小さい電池は飲み込む恐れがあるので、乳幼 
児の手の届くところに置かない。万が一飲み 
込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因 
になるので、直ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて十と一を正しく入れ 
る 0 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。ショー 
卜させない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一 
緒に携帯•保管しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用し 
ないときも取りはずす。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多 
いところでは使わない。 


A 注意 I 

• 火のそばや直射日光のあたるところ•炎天下の 
車中など、高温の場所で使用•保管•放置しな 
い0 

• 指定された種類以外の電池は使用しない。 

• 廃棄の際は、地方自治体の条例または規則に 
従ってください。 

機銘板は、本機の底面に表示してあります。 

AC アダプターは 「JIS C 61000-3-2」適合品です。 


本機は、国内専用です 


S / wefoof/i 機器について 


海外では国によって電波使用制限があるため、 

本機を使用した場合、罰せられることがあります。 

❶ 

キ日不 

長時間使用しないときは AC アダプ 
ターを抜く 

長時間使用しないときは、安全のため AC アダプ 
ターをコンセントから抜いてください。 

フラグをコン 
セントから抜く 


お手入れの際、 AC アダプターを抜く 

AC アダプターを差し込んだままお手入れをする 
と、感電の原因となることがあります。 

フラグをコン 
セントから抜く 


電池に *3 いての 
安全上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発火 • 
誤飲による大けがゃ失明を避 

けるため、下記の注意事項を必ずお 
守りください。 


<本機では以下の電池をお使いいただけます。 
電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。 


ポタン型電池 

リチウム電池 CR 2025 CJ モコン用） 

V _ y 


機器認定について 

本機は、電波法に基づく小電カデータ通信シス 
テムの無線設備として、認証を受けています。 
従って、本機を使用するときに無線局の免許は 
必要ありません。 

ただし、以下の事項を行うと法律に罰せられる 
ことがあります。 

• 本機を分解/改造すること 

周波数について 

本機は 2.4 GHz 帯の2.4000 GHz から2.4835 
GHz まで使用できますが、他の無線機器も同じ 
周波数を使っていることがあります。他の無線 
機器との電波干渉を防止するため、次の事項に 
注意してご使用ください。 


本機の使用上の注意事項 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波 
数帯では電子レンジ等の産業 • 科学 • 医療用機器 
のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等 
で使用される免許を要する移動体識別用構内無 
線局、免許を要しない特定の小電力無線局、ア 
マチュア無線局等(以下「他の無線局」と略す)が 
運用されています。 

1. 本機を使用する前に、近くで「他の無線局」 
が運用されていないことを確認してくださ 
い0 

2. 万一、 本機と「他の無線局」との間に電波干 
渉が発生した場合には、速やかに本機の使 
用場所を変えるか、または機器の運用を停 
止(電波の発射を停止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことが起きたとき 
は、ソニーの相談窓口までお問い合わせく 
ださい。ソニーの相談窓口については、本 
取扱説明書(裏面)をご覧ください。 

この無線機器は 2.4 GHz 
帯を使用します。変調方 
式として FH - SS 変調方式 
を採用し、与干渉距離は 
10 m です。 


2.4FH1 

[ r_ ] 


fi / t / efoo めとその□ゴマークは 、 Bluetooth 
SIG , INC . の商標で、ソニーはライセンスに基づき 
使用しています。その他、本書に記載されてい 
るシステム名、製品名は、一般に各開発メーカー 
の登録商標あるいは商標です。 


保証書と アフターサービス 

保証書 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのう 
え、大切に保存してください。 

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 


アフターサービス 


調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう一度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓口の 
ご案内」にあるお近くのソニーの相談窓口にご相 
談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
きます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望 
により有料修理させていただきます。 

部品の保有期間について 

当社では補修用性能部品(製品の機能を維持する 
ために必要な部品)を、製造打ち切り後6年間保 
有しています。 


使用上のご注意 


取り扱いについて 

• 次のような場所に置かないでください。 

一温度が非常に高いところ (40° C 以上)や低い 
ところ (0° C 以下)。 

一直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一風呂場など湿気の多いところ。 

一窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 

—ほこりの多いところ。 

-テレビやプロジェクターのそば。 

ブラウン管タイプのテレビやプロジェク 
ターの近くで使用する場合は充分に離して 
ご使用ください。本機をこれらに近づけす 
ぎると画面に色むらが生じる場合がありま 
す0 

•落としたり、強いショックを与えたりしない 
でください。故障の原因になります。 

• 本機の内部に液体や異物を入れないでくださ 
い0 

• 汚れたときは、柔らかい布でからぶきしてく 
ださい。シンナーやベンジンなどは表面をい 
ためますので使わないでください。 

• キャッシュカード、定期券など、磁気を利用 
した力ード類をスピーカーに近づけないでく 
ださい。スピーカー内部の磁石の影響でカー 
ドの磁気が変化し、使えなくなることがあり 
ます。 

設置場所についてのご注意 

• 本機を大昔量で再生すると、振動により設置 
場所によっては本機が移動することがありま 
す0 

本機が振動により落下しないよう、設置場所 
にご注意ください。 

AC アダプターについて 

• コードを無理に曲げたり、上に重い物をのせ 
たりしないで < ださい。 

• AC アダプターを 抜く 時は、 必ず電源 コードの 
プラグ部を持って抜いてください。 

• 長い時間使わないときは、アダプターをコン 
セントから抜いてください。 


fi / uefoof/i 無線技術につい 
て 

S / uefoofh ® 無線技術は、ノ':ソコンやデジタルカ 
メラなどのデジタル機器同士で通信を行うため 
の近距離無線技術です。およそ 10 m 程度までの 
距離で通信を行うことができます。必要に応じ 
て2つの機器をつなげて使うのが一般的な使い方 
ですが、1つの機器に同時に複数の機器をつなげ 
て使うこともあります。 

無線技術によって USB のように機器同士をケー 
ブルでつなぐ必要はなく、また、赤外線技術の 
ように機器同士を向かい合わせたりする必要も 
ありません。例えば片方の機器をかばんやポケッ 
卜に入れて使うこともできます。 
fi / c / efoof /7 標準規格は世界中の数千社の会社が賛 
同している世界標準規格であり、世界中のさま 
ざまなメーカーの製品で採用されています。 

S / wefoof/i 機能の対応バージヨンと 
プロファイル 

プ□ファイルとは、所 L / efooth 機器の特性ごとに 
機能を標準化したものです。本機は下記の 
fi / uefoof/i バージヨンとプ□ファイルに対応して 
います。 


対応 Bluetooth J l '_ ジョン： 

S / c/etoofh 標準規格 Ver . 2.1+ EDR * 1 準拠 
対応 Bluetooth プ□ファイル： 

一 A 2 DP(Advanced Audio Distribution 
Profile ) :高音質な音楽コンテンツを送受信す 
る 0 

- AVRCP 1.3 (Audio Video Remote Control 
Profile ): 再生、一時停止、停止など、 AV 機器 
を操作する。 

* ] Enhanced Data Rate の略 

通信有効範囲 

見通し距離で約1 0 m 以内で使用してください。 
以下の状況においては、通信有効範囲が短くな 
ることがあります。 

一 S / i / efoor /7 接続している機器の間に、人体や金 
属、壁などの障害物がある場合 
一無線 LAN が構築されている場所 
一電子レンジを使用中の周辺 
一その他の電磁波が発生している場所 

他機器からの影響 

e / uefoof /7 機器と無線 LANaEEE 802.1 1 b / g ) は同 
一周波数帯 (2.4 GHz ) を使用するため、無線 LAN 
を搭載した機器の近辺で使用すると、電波干渉 
が発生し、通信速度の低下、雑音や接続不能の 
原因になる場合があります。この場合、次の対 
策を行ってください。 

一本機と携帯電話を接続するときは、無線 LAN 
から10 m 以上離れたところで行う。 

一 10 m 以内で使用する場合は、無線 LAN の電源 
を切る。 

他機器への影響 

S / L / etoofh 機器が発生する電波は、電子医療機器 
などの動作に影響を与える可能性があります。 
場合によっては事故を発生させる原因になりま 
すので、次の場所では本機および S / t / efoof /? 機器 
の電源を切ってください。 

一病院内/電車内/航空機内/ガソリンスタン 
ドなど弓 I 火性ガスの発生する場所 
一自動ドアや火災報知機の近く 
ご注意 

• fi / uefoof / i 機能を使うには、相手側 8/ t / efoof /7 
機器が本機と同じプ□ファイルに対応してい 
る必要があります。 

ただし、同じプ□ファイルに対応していても、 
8/1/打00め機器の仕様により機能が異なる場合 
があります。 

• S / L / efoor /7 無線技術の特性により、送信側での 
音声•音楽再生に比べて、本機側での再生がわ 
ずかに遅れます。 

• 本機は、所 L / efootZ ? 無線技術を使用した通信時 
のセキュリティとして、肌/ efoofh 標準規格に 
準拠したセキュリティ機能に対応しておりま 
すが、設定内容等によってセキュリティが充 
分でない場合があります。所 uefoo め無線通信 
を行う際はご注意ください。 

• 8/ uefoofh 技術を使用した通信時に情報の漏洩 
が発生しましても、弊社としては一切の責任 
を負いかねますので、あらかじめご了承くだ 
さい 。 

• 本機と接続する fi / i / efoof /? 機器は 、 Bluetooth 
SIG の定める S / uefoof /? 標準規格に適合し、認 
証を取得している必要があります。ただし、 
Bluetooth 標準規格に適合していても、 
S / uefoof /7 機器の特性や仕様によっては、接続 
できない、操作方法や表示•動作が異なるなど 
の現象が発生する場合があります。 

• 本機と接続する所 i / efoor /? 機器や通信環境、周 
囲の状況によっては、雑音が入ったり、音が 
途切れたりすることがあります。 


故障とお考えになる前に 

本機が正しく動作しないときは、下記の項目を 
チェックして < ださい。 

それでも正しく動作しないときは、ソニーの相談窓口 
またはお買い上げ店にお問い合わせください。 


_ 

音が出ない 

• 本機と再生機器の電源が入っているか確認す 
る 0 

• V 0 UJME + またはーボタン（リモコンの場合、 
V 0 L +またはーボタン)で音量を調節する。 

• 再生機器の音量を音がひずまない範囲ででき 
る限り大きくする。音量の調節については、 
再生機器に付属の取扱説明書をご覧くださ 
い0 

• 本機と再生機器を正しく接続しているか確認 
する。 

音が小さい 

• 再生機器の音量を音がひずまない範囲ででき 
る限り大きくする。音量の調節については、 
再生機器に付属の取扱説明書をご覧くださ 
い0 

• V 0 UJME + またはーボタン（リモコンの場合、 
V 0 L +またはーボタン)で音量を調節する。 


音がひずむ 

• 再生機器の音量を音がひずまなくなるまで下 
げる。音量の調節については、再生機器に付 
属の取扱説明書をご覧ください。 

• 再生機器のバスブースト機能を無効にする。 

• 本機の音量を下げる。 

音が割れる、またはノイズが出る 

• 本機と再生機器を正しく接続しているか確認 
する。 

• 再生機器をテレビに近すぎる所に設置してい 
ないか確認する。 

•外部機器を接続しない時は 、 AUDIO IN ジャッ 
クから接続ケープ)レを取り外して下さい。 

ラジオなどが受信できない。 

• ラジオまたはワンセグチューナー内蔵機器を 
接続した場合、放送が受信できない、または 
感度が大きく低下することがあります。 

雑音が入る。 

• 携帯電話などを本機から離して使用する。 


| fi/uefoofft 部 | 

音が出ない 

• 本機と S / uefoor /7 機器の距離が離れすぎていな 
いか、無線 LAN や他の 2.4 GHz 無線機器や電 
子レンジなどの影響を受けていないか確認す 
る 0 

• 本機と 8/ L / efoofh 機器を正しく Bluetooth 接続 
しているか確認する。 

• 本機と fi / t / efoo め機器を再度ペアリングする。 

音が途切れたり、通信距離が短い 

• 無線 LAN や他の肌 / eroofh 機器、電子レンジを 
使用している場所など、電磁波を発生する機 
器がある場合は、その機器から離れてご使用 
ください。 

• 本機と S / t / efoof /? 機器との間に障害物がある場 
合は、障害物を避けるか取り除いてください。 

• 本機と fi / t / efoo め機器をできるだけ近付ける。 

• 本機の位置を変える。 

• 接続相手の 6/ t / efoofh 機器の位置を変える。 

ペアリングできない 

• 本機と所 i / efoo め機器をなるべく近付けてから 
ペアリングを行う。 

映像より音が遅れる 

• ワンセグや動画を見ている場合、音が映像よ 
り遅れて聞こえる場合があります。 

S / uefoofh 接続ができない 

• 相手側 S / t / efoo め機器の電源が入っていて 
8/ i / efoo め機能が有効になっていることを確認 
する。 

• 8/ i / efoof /7 接続が切断されている。 

もう一度所 uefoo め接続を開始する。 

ウォークマン”部1 

"ウォークマン”から音が出ない。 

• “ウォークマゾがしっかり接続されているか 
確認する。 

• “ウォークマゾフアンクシヨンに切り換わっ 
ているか確認する。 

• 対象機種の"ウォークマン”か確認する。 

本機から“ウォークマン”の操作ができない。 

• “ウォークマゾがしっかり接続されているか 
確認する。 

• 操作によっては対応していないものがありま 
す。その場合は"ウォークマン”本体で操作す 
る 0 

• リモコンの BACK 、 OPTION 、 HOME ボタンに 
対応していない“ウォ_クマン”があります。 
対応する"ウォークマン”は、 NW - S 760/ 
S 760 BT / S 760 K シリーズです。 （2011 年10 
月現在） 

その他の機種には対応していません。 

"ウォークマン”の充電ができない。 

• “ウォークマゾがしっかり接続されているか 
確認する。 

| AUDIO IN 部| 

音が出ない。 

• オーディオケープルがしっかり接続されてい 
るか確認する。 

• AUDI 〇 IN フアンクシヨンに切り換わっている 
か確認する。 

• 相手機器が再生状態になっているか確認す 
る 0 

音量が小さい。 

• 本機と接続している外部機器の音量を確認す 
る 0 

[ D モコン部 I 

リモコンが動作しない。 

• リモコンの電池が消耗していたら、新しいも 
のと交換する。 

• リモコン受光部が正しく受信できる方向にリ 
モコンを向けているか確認する。 

• リモコン受光部をふさがない。 


• 直射日光や蛍光灯などの強い光が当たる場所 
にリモコン受光部をさらさない。 

• リモコンは、本機のなるべく近くで使用する。 


主な仕様 

"ウォークマン”部 


出力 

DC 5 V 

最大 

500 mA 

一般 

スピーカー 

サテライトスピーカー： 

4.8 cm 、 8 0 
サブウーファー： 

9.0 cm 、 4 0 

入力 

AUDI 〇 IN 端子(直径 3.5 mm 
ステレオミニジャック） 

出力 

15 W +15 W +30 W (全高調波 
歪10 %以下) ( JEITA ^ 1 ) 

電源 

外部電源端子定格 DC IN 1 9.5 V 
家庭用電源 ( AC 100 V 、 

50 Hz /60 Hz ) 

最大外形寸法 

約401 mm x 176 mm x 

160 mm 

(幅 x _ さ x 奥行き、最大突起 
部含む) ( JEITA * 1 ) 

質量 

約 3.1 5 kg 

S / uefoof/i 部 

通信方式 

8/ t / efoof /? 標準規格 Ver . 
2.1+ EDR * 2 

出力 

fi / t / efoof / i 標準規格 Power 

Class 2 

最大通信距離 

見通し距離約 10 m * 3 

使用周波数帯域 

2.4 GHz 帯 (2.4000 GHz 〜 
2.4835 GHz ) 

変調方式 

FHSS 

対応 S/wefoofh プ□ファイル* 4 

A 2 DP (Advanced Audio 
Distribution Profile )' AVRCP 
1.3 (Audio Video Remote 
Control Profile ) 

対応コーデック+ 

SBC * 6 


対応コンテンツ保護 

SCMS - T 方式 

伝送帯域 ( A 2 DP ) 

20 Hz 〜20,000 Hz (44.1 kHz 
サンプリング時） 


付属品 

AC アダプター （1) 

電源コード( I )* 7 

リモコン（リチウム電池入り） （1) 

取扱説明書(本書） （1) 

スタート アップガイド （1) 

保証書 (1) 

製品登録のおすすめ （1) 

本機の使用上の注意事項 （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （ 1 ) 

#1 JEITA (電子情報技術産業協会）規格による測定値です。 
* 2 Enhanced Data Rate の略 

* 3 通信距離は目安です。周囲環境により通信距離が変わ 
る場合があります。 

^ Bluetooth プ□ファイルとは、 Bluetooth 機器の特性 
ごとに機能を標準化したものです。 

* 5 音声圧縮変換方式のこと 
* b Subband Codec の略 

* 7 付属の電源コードは本機専用です。他の機器ではご使 
用になれません。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく 
変更することがありますが、ご了承ください。 


裏面へつづ< 














•対応している“ウォークマン”でも、本機にお 
いてすベての操作ができるわけではありませ 
ん〇 

• 一部の地域では販売されていない“ウォークマ 
ン”ちあります。 

ドッキングトレーに“ウォークマ 
ン”を装着する 

1本機正面にあるドッキングトレーを押 
し、引き出す。 

2 “ウォークマン”をドックコネクタに装 

着する。 

WM - P 〇 RT 端子の角度に沿って差し込んで 
<ださい。 

ご注意 

•安定した接続を確保するために、“ウォークマゾ 
のケースやカノ（一をはずして装着してください。 




再生する 

1I八!)(電源)ポタンを押して、本機の電 
源を入れる。 

■八!)(電源)ランプが点灯します。 

2 WALKMAN ポタンを押す。 

WALKMAN ランプが点灯し、ファンクショ 
ンが切り換わります。 

3 (再生/—時停止）（またはリモコン 
の ►_!) ポタンを押す、または“ウォー 
クマン”を操作して、再生を開始する。 

ご注章 

• “ウォークマン”の状態によっては、本機やリモ 
コンの(再生/—時停止）ポタンがはたらき 
ません。その場合は、“ウォークマン”を操作し 
て再生してください。 

4 VOLUME+/— (またはリモコンの VOL 
+/-)ポタンを押して、音量を調節す 
る 0 

“ウォークマン”を再生/一時停止 
する 

►II (再生/一時停止)ボタンを押す。 

•ぐ ちょっと一 言 

最大または最小音量時に VOUJME +/-(またはリ 
モコンの VOL +/ -)ボタンを押すと、リアクショ 
ンランプが3回点滅します。 

リアクションランプが3回点滅することで、これ 
以上音量が大きく（または小さく）なりません。 

ドッキングトレーを閉じる 

1"ウォークマン”をドックコネクタから 
取りはずす。取りはずす場合、ドック 
部をしっかり手で押さえて、両手で取 
りはずす。 



2本機正面にあるドッキングトレーを、 
ロックがかかるまで押す。 

ご注意 

• 安定した接続を確保するために、“ウォークマ 
ン”のケースやカバーをはずしてドックコネク 
夕に装着してください。 

• “ウオークマン”の装着および取りはずし時は、 
本機のドックコネクタと同じ角度で“ウォーク 
マン”を抜き差ししてください。“ウオークマン” 
を前後に倒して無理に取りはずそうとすると 
ドックコネクタが破損する恐れがあります。 

• “ウオークマゾを取りはずす前に再生を一時 
停止してください。 


• お使いの“ウオークマン”によっては、“ウオー 
タマン” の起動時にスピーカーからノイズが出 
ることがありますが故障ではありません。 

• ご使用の“ウオークマゾによっては、ダイナ 
ミックノーマライザ、イコライザ、 VPT 、 
DSEE 、 スピーカー出力最適化などがオンまた 
は調整されている場合がありますので、オフ 
にしてください。 

• “ウオークマゾ接続中は、“ウオークマン”の 
へッドホンからは音は出ません。 

• ラジオまたは TV チューナーを内蔵した機器に 
接続した場合、ラジオや TV 放送の受信が出来 
なかったり、感度が大幅に低下する場合があ 
ります。 


リモコンを使う 


初めて付属のリモコンをお使いになるときは、 
絶縁フイルムを取り除いてください。 

本機正面のリモコン受光部に付属のリモコンを 
向けてください。 

リモコンからの受信時には、リアクションラン 
プが点滅します。 


VOL +とポタンに凸部(突起)がついています。 

■/(!)( 電源)ボタン 

• 電源を入/切する。電源が入ると_八!)ランプ(緑 
色)が点灯する。 

►II (再生/一時停止)ボタン 

• “ウォークマゾを再生する。または再生中の 
“ウォークマン”を一時停止する。 

• メニューを決定する。* 

♦(早送り）ボタン 

• 次の曲へ進む。 

• 曲を聞きながら、聞きたい部分が見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• 一時停止中に“ウォークマン”の表示窓の再生 
時間を見ながら、聞きたい部分が見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• メニュー項目を選ぶ。* 

♦(早戻し)ボタン 

• 前の曲に戻る。再生中にこの操作を行うと現 
在再生中の曲の頭に戻る。前の曲に戻るには、 
ボタンを2回押す。 

• 曲を聞きながら、聞きたい部分が見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• 一時停止中に“ウォークマゾの表示窓の再生 
時間を見ながら、聞きたい部分が見つかるま 
でボタンを押したままにする。 

• メニュー項目を選ぶ。* 

♦ (アップ)/ ♦ (ダウン)ボタン 

• 次/前のフオルダー(曲のまとまり）の頭出し 


• メニュー項目を選ぶ。* 

WALKMAN ボタン 

• “ウォークマン”を選択する。 

AUDI 〇 IN ボタン 

• AUDIO IN ジャックに接続した機器を選択す 
る0 

BUJETOOTH ボタン 

• 6/ tvefooth 接続した機器を選択する。 

BACK ボタン* 

• “ウォークマン”の表示窓で U スト画面の階層 
を上がったり、前の画面に戻ったりする。 

〇 PTION ボタン* 

• “ウォークマン”の表示窓にオプションメ 
ニューを表示する。 

HOME ボタン* 

•ホ_ムメニュ _ に民る。 

VOL (音量） +/- ボタン 
• 音量を調節する。 

* 対応する“ウォークマゾは、 NW - S 760/ S 760 BT / 
S 760 K シリーズです。（2011 年 10月現在） 
その他の機種には対応していません。 


ご注意 

お使いの“ウォークマゾによっては、リモコ 
ンの BACK 、 HOME 、 〇 PTI 0 N ボタンでの操 
作はできません。 

リチウム電池を交換するときは 

リモコンに入っているリチウム電池は、通常の使用 
では約6ヶ月持続します。電池が消耗すると、リモ 
コンは正常に作動しなくなったり、リモコンの動作 
距離が短くなったりします。そのようなときは、新 
しし V ノニー製リチウム電池 CR 2025と交換してくだ 
さい。 

+側を上にして入れる 



電池に関する警告 

• 長い間ご使用にならないときは電池を取り出 
してください。過度の放電や液もれを防ぎま 
す。 

リチウム電池に関するご注意 

• 使いきった電池はすぐに廃棄してください。 
電池は幼児の手の届かないところに置いてく 
ださい。万一電池を飲み込んだ場合には、直 
ちに医師と相談してください。 

• 接触不良を防ぐため、電池を乾いた布でよく 
拭いてください。 

• 電池を入れるときは十と一を確かめてくださ 
い0 

• ピンセットなどの金属類と電池を一緒に携帯- 
保管しないでください。電池の十と一が金属 
類とつながるとショートし、発熱することが 
あります。 

• 直射日光や火の近くなど、温度の高いところ 
に電池を置かないでください。 


△警告 


電池の十と一の向きをまちがえて入れると破裂する 
恐れがあります。 

内蔵の電池と同ータイプの電池をお使いくださ 
し' 


8/ uefoof / i 接続で使う 

接続により、別 uetoo 出搭載"ウォーク 
マン”などで再生する音楽をワイヤレスで楽しめ 
ます。 

対応機種は以下の通りです。 (201 1年10月現在） 


ご注意 

S / L / etoof /? の接続手順は、 NW - S 760 シリーズ、 
NW - A 860 シリーズが例になっています。 
その他の S / uefoof /? 機器と接続する場合は、お使 
いの所 uetoof /7 機器に付属の取扱説明書をご覧く 
ださい。 


ペアリングとは 


S / t / efoof /? 機器では、あらかじめ、接続しようと 
する機器を登録しておく必要があります。この 
登録のことをぺアリングといいます。 

一度ペアリングすれば、再びペアリングする必 
要はありませんが、以下の場合は再度ペアリン 
グが必要です。 

• 修理を行ったなど、ペアリング情報が消去さ 
れてしまったとき。 

• 10台以上の機器をペアリングしようとしたと 
ぎ。 

本撒才9台までの機器をペアリングすることが 
できます。9台分をペアリングしたあと新たな 
機器をペアリングすると、9台のなかで最後に 
接続した日時が最も古い機器のペアリング情 
報が、新たな機器の情報で上書きされます。 

• 接続相手の機器から、本機との接続履歴が削 
除されたとぎ。 

• 本機を初期化したとき。 

すべてのペアリング情報が消去されます。 
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リアクションランプ 
■リモコン受光部 


ドックコネクタ 
(WM-P0RT 端子） 

=ドッキングト レー 


VOLUME +とポタンに凸 SIK 突起)がついています。 


こんなことができます 

本機は、 fi / L / etoof /? 無線技術を利用したワイヤレ 
ス“ウ オーク マン”ドックです。 

• “ウォークマゾ接続対応 WM - P 0 RT 搭載。 

• “ウォークマン”を接続して、室内で音楽を楽 
しむことができます。 

• 肌/ efoofh 搭載“ウォークマゾなど*の音楽を 
ワイヤレスで楽しむことができます。 

• 周囲の電波の影響による音切れが発生しにく 
い S / t/efoofh 標準規格 Ver .2.1 +EDR 採用。 

• 外部機器からの音声入力機能。 

• 実効出力 60 W の八イパワーデジタルアンプに 
より、高音質かつ大迫力のサウンドを再現し 
ます。 



S/uefoofh 搭載 本機 

“ウオークマン” 

* 接続する 6/ uetoof / i 機器が、 A 2 DP (Advanced 
Audio Distribution Profile ) に対応している必要があ 
ります。 


電源を準備する 


電源管理システム 

"ウォークマン”（または AUDIO IN ジャックに接 
続された機器、 S / i / efooth 接続された機器)の再 
生が停止してから約20分間何も操作しないと、 
本機の電源は自動的に切れます。 

AC アダプターを接続する 

付属の AC アダプターを本機背面の DC IN 19.5 V 
ジャックにしっかり差し込んだあと、コンセン 
卜に差し込む。 

AC アダプターに関するご注意 

この製品には、付属の AC アダプターをご使用く 
ださい。付属以外の AC アダプターを使用する 
と、故障の原因になることがあります。 



“ウオークマン”を本機で充電する 
には 

AC アダプターをコンセントにつなぎ、本機に 
“ウオークマゾを接続してください。 

充電が自動的に開始します。充電の状態は 
“ウオークマン”本体に表示されます。詳しくは、 
お使いの“ウオークマン”の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

ご注意 

AC アダプターを本機とコンセントに接続してい 
るときは、“ウオークマン”の電源が入っている 
場合、または入っていない場合にも充電されま 
す。 

本機の電源を入/切する 

I 八!)(電源)ボタンを押す。 

電源が入ると|/(!)(電源)ランプ(緑色)が点灯しま 
す。 

本機またはリモコン操作受信時にリアクション 
ランプが点滅します。 


“ウォークマン”を聞< 

本機に対応する“ウォークマン” 

WM - PORTC 22 ピン)搭載“ウォークマゾでご利 
用でぎます。 

WM - P 〇 RT は、“ウォークマン”とアクセサリー 
を接続する専用マルチ端子です。 

本機の対応機種について詳しくは、下記のホー 
ムページまたは"ウ オーク マン”、カタログをご 
覧ください。 

http :// www . sony . co . jp / walkman - support / 
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ご注意 

• 本機は“ウォークマン”の音声再生機能にのみ 
対応しています。 

• “ウォークマゾは電源を入れないと動作しま 
せん。操作する前に“ウォークマン”の電源を 
入れて < ださい。 

• “ウォークマン”の接続および取りはずし時 
は、本機をしっかり押さえてください。 

• “ウォークマゾを接続したまま本機を持ち運 
ばないで < ださい。 

• 対応以外の“ウォークマゾを本機に接続しな 
いでください。本機で対応していない“ウォー 
クマン”を使用した際の動作は保証しておりま 
せん。 

• ソニーは本機に接続した“ウォークマゾに記 
録されたデータの破壊や損失について、責任 
を負いません。 
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本機のランプ表示について 


状態 

BLUETOOTH 
ランプ（青色） 

|/(!)ランプ 
(緑色) 

ペアリング中 

速く点滅 

点灯 

Bluetooth 
待ち受け中 
(電源オン時） 

点滅 

点灯 

Bluetooth 
待ち受け中 
(Bluetooth 
スタンパイ時） 

ゆっくり点滅 

消灯 

Bluetooth 
接続中 

点灯 

点灯 


ペアリングする 



ウォークマン， 


ご注意 

• Bluetooth 接続が完了する前に本機または 
Bluetooth “ウォークマン”の電源を切った 
場合、ペアリング情報が記録されず、ペアリング 
が完了しません。 

•相手側 S / uefoofh 機器によっては、パスキー*の 
入力を要求されない場合があります。お使いの機 
器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

• 検出した機器の一覧を表示できない S / uefoofh 搭 
載“ウォークマン"や画面がない機器とペアリン 
グするときは本機と S / uefoof /7 搭載“ウォークマ 
ン”の両方をペアリングモードにすることでペア 
リングできる場合があります。詳しくは、お使い 
の Bluetooth 搭載 “ウォークマゾに付属の取扱 
説明書をご覧ください。 

• 飢 / etoof / i 接続中に、ドックに接続された“ウォー 
タマン” の操作はできません。 

• 本機のパスキーは「0000」に固定されています。 
パスキーが「0000」ではない S /(7 efoof /7 機器と 
ぺアリングすることはできません。 

• 本機の音量操作で送信側 S / uetoof /7 機器の音量を 
調節することはできません。 

•以下の場合、もう一度 S / c / efoof / i 接続をする必要 
があります。 

-本機の電源が切れている。 

- Bluetooth mm “ウォークマン”の電源が切れ 
ている、または S / uetoof /? 機能が無効になっ 
ている。 

一 Bluetooth 接続が切断されている。 

* パスキーは、パスコード、 PIN コード、 PIN ナン 
バー、パスワードなどと呼ばれる場合がありま 
す0 


別売りの外部機器をつなぐ 

携帯デジタルミュージックプレーヤーなどの外部機 
器を本機に接続して、スピーカーから流れる音を 
楽しむことができます。接続する前にすベての機 
器の電源を切ってください。 

1 本機背面の AUDIO IN ジャックと外部 
機器をオーディオケーブル(別売り）で 
しっかり接続する。 

2 1/(1)( 電源)ポタンを押して、本機の電 
源を入れる。 

|/(!)(電源)ランプが点灯します。 

3本機に接続した外部機器の電源を入れ 
る。 

4 AUDIO IN ポタンを押す。 

5外部機器を操作して再生する。 

本機のスピーカーから音が流れます。 

6音量を調節する。 

外部機器を適切な音量にし、本機の 
VOLUME +/- (またはリモコンの VOL +/-) 
ボタンを押して調節します。 


1 本機の BLU ET00TH ポタンを2秒以上 
押し続ける。 

本機の B 山 ET 00 TH ランプ清色)が速く点 
減し始めたらボタンを離してください。本 
機がペアリング モー ドになります。 

ご注意 

• 本機のペアリングモードは、約5分で解除されま 
す。手順が完了する前に本機のペアリングモード 
が解除されてしまった場合は、もう一度手順1か 
ら操作を行ってください。 

• 本機にペアリング情報が登録されていない場合、 
BLUET 00 TH フアンクシヨンに切り替えると自 
動的にぺアリングモードになります。 

その場合は、ペアリングモードは解除されません。 

2 S/uefoofh 搭載“ウォークマン”側の 

ホームメ ニューから Q(S/wefoo(/i) 

を選択する。 


©(.Bluetooth) 


4 「周辺機器検索」の画面が表示されま 
す。 

検出した機器の一覧が fi / L / etoof /? 搭載 
“ウォークマン”の画面に表示されます。本 
機は 「 RDP - NWX 500 B 」 と表示されます。 
「 RDP - NWX 500 B 」 と画面に表示されない場 
合は、もう一度手順1から操作を行ってくだ 
さい。 

ご注意 

• ぺアリングするときは、両方の Bluetooth 機器を、 
1 m 以内に置いてください。 

• 機器によっては検出した機器の一覧を表示できな 
い場合があります。 

5 S/uefoof/i 搭載“ウォークマン”の画面 
に表示されている 「RDP-NWX500B」 
を選択する。 

6 S/uefoof/i 搭載“ウォークマン”から 

S/i/efooffi 接続操作を行う。 

お使いの機器によっては、ペアリングが完 
了すると自動的に S / uefoofh 接続を開始する 
場合があります。 

正しく接続できると、 Bluetooth ランプ(青 
色)が点灯し、ペアリング情報が本機に記録 



•ぐちょっと一言 

• 複数の S / uefoo め機器とペアリングするには、 
ペアリングしたい機器ごとに手順1〜6を繰り 
返してください。 

• 接続履歴がない場合の初期設定は、ペアリン 
グモー ドになります。 

S/uefooffi 接続で音楽を聞く 

操作をはじめる前に、以下の点をご確認くださ 
い。 

• 相手側の 5/ i / erooth 搭載"ウオークマゾの 
S / i / efoof /7 機能が有効になっている。 

• 本機と相手側の肌 yetoof /? 搭載“ウォークマゾ 
のぺアリングが完了している。 

• 本機の BUJET 00 TH フアンクシヨンに切り換 
えている。 

1相手側の S/uefootli 搭載“ウォークマ 
ン”から本機へ、 S/aefoofh 接続を開 
始する。 

正しく接続できると BLUETOOTH ランプ(青 
色)が点灯します。 

2リモコンまたは“ウオークマン”を操作 
して、再生を開始する。 

主音 

8/ uefooth 機器のバスブースト機能やイコラ 
イザー機能は無効にしてください。これら 
の機能が有効になっていると音がひずむこ 
とがあります。 

3音量を調節する。 

“ウオークマゾを適度な音量にして、 
VOLUME +/- (またはリモコンの VOL +/-) 
ボタンで調節する。 

S/uefoof/i 接続を切断するには 

以下の手順のいずれかで所 t / efoofZ ? 接続を切断し 
てください。 

— S / uefoor /7 搭載“ウオークマゾを操作して接続 
を切断する。詳しくは、機器に付属の取扱説 
明書をご覧ください。 

— 肌 / efoorh 搭載“ウオークマゾの電源を切る。 
-本機の電源を切る。 


Bluetooth スタン代イ について 



“ウオークマン” 

電源が入っていない状態でも、 8/ t / efoo め接続待 
ち状態にすることができます。 

設定を有効にするには、本体の BLUETOOTH ボ 
タンを押しながら、本体の I / C 1 X 電源)ボタンを押 
します。2つのボタンを2秒以上押します。 

相手側から所 L / etoof /? 接続操作を行うことで、本 
体の電源がオンになり、 6/ t / efoo 出接続で音声を 
聞くことができます。 

ペアリング履歴が残っていない場合、待受けし 
ません。 

スタンバイモードを解除するには 

本体電源がオンになったとき、もう一度本体の 
BLUETOOTH ボタンと本体の I 八！)(電源)ボタンを 


ご注意 

• 使用するオーディオケーブルは、外部機器に 
よって異なります。接続する外部機器に適し 
たケーブルを使用してください。 

• 音量が小さい場合はまず外部機器の音量調節 
をしてください。それでも小さい場合には本 
機の音量を調節してください。 

• ラジオまたは TV チューナーを内蔵した機器に 
接続した場合、ラジオや TV 放送の受信が出来 
なかったり、感度が大幅に低下する場合があ 
D ます。 


本機を初期化する 

本機をお買い上げ時の設定に戻し、すべてのぺ 
アリング情報を削除します。 

11/¢(電源)ポタンを押して、本機の電 
源を入れる。 

2 ドックコネクタから“ウオークマン”を 
取りはずす。 

3 V0UJME- を長押ししながら 1/(1)( 電 
源)ポタンを押す。2つのポタンを5秒 
以上押す。 

初期化した後、 l / c !)( 電源)ランプが2秒点滅 
します。 


商標 

• “ウオークマン”、 “ WALKMAN ”' “ WALKMAN ” 
ロゴは、ソニー株式会社の登録商標です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、 
製品名は、一般に各開発メーカーの登録商標 
あるいは商標です。なお、本文中には™、 ® マー 
クは明記していません。 


されます。 


同時に2秒間押す。 


よ < あるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


使い方相談窓口 


http :// www . sony . co . jp/support 


フリーダイヤル . 

携帯疆話 • PHS • —部の IP 電話- 


修理相談窓口 


0120 - 333-020 
0466 - 31-251 1 


フリーダイヤル . 0120 - 222-330 

携帯電話 ， PHS — 部の IP ■話 •. 0466 - 31-2531 

※取扱説明書•リモコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください。 

FAX (共通）01 20-333-389 


左記番号へ接続後、 
最初のガイダンスが 
流れている間に 

T3 0 9J + r#J 

を押してください。 
直接、担当窓口へ 
おつなぎします。 


ソニー 株式会社〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7-1 
















